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～「ぬくもり」と「輝き」のある東和中学校をめざして～ 
 

３学期もよろしくお願いします！ 

「 ２０２５年（令和７年）・巳年よろしくお願いします🐍 」 
 

令和７年１月１４日（火）、今日が３学期のスタートです！ 全校生徒の皆さんが、

事故なく健康で冬休みを過ごし、始業式を迎えられたことを何よりも嬉しく思います。 

冬休み中は、厳しい寒さのなか部活動・スポーツ少年団活動や生徒会活動（リーダー

研修会）、面接練習・３年生学習会、そして各種大会参加に一生懸命取り組みました。 

吹奏楽部は、１２月末に行われたアンサンブルコンテストに出場（管打六重奏：「銀

賞」・金管四重奏：「銅賞」）したほか、1 月９日（木）には東和温泉で行われた「六

本木シニアサロン」で昨年度に引き続き演奏し、新年早々地域の皆さんに笑顔と元気を

与えてくれました。 

令和６年度ＪＡ共済全国交通安全ポスターコンクールでは、本校が岩手県の中学校で

唯一「学校賞」をいただき、幸先の良いスタートを切ることができました。 

３学期の授業日数は、４１日間と２学期の約半分です。目標をしっかりと持って、一 

日一日、意義のある行動をしていきましょう。３学期は、新入生説明会、高校入試、そ

して「卒業式」があります。「卒業式」は、３月１３日です。「卒業式」は、この１年

間の東和中学校全ての活動の成果・そして皆さん一人一人の１年間の成果を示す時です。 

３年生は「お陰様でこんなに成長できました。東和中学校を頼みます！」という思い

で、１・２年生は「来年度の東和中学校をしっかりと支えていきます。先輩方、安心し

て任せて下さい！」という姿を卒業式の参加姿勢や、思いを込めた合唱等で示して欲し

いと思います。 

巳年も引き続き、「やってみよう！」・「さあ、何やる？」を合言葉に失敗を恐れ
ず、色々なことに挑戦し、もっともっと「ぬくもり」と「輝き」のある東和中学校を
めざしていきます。 

 
★ 制服回収については、年末年始にも関わらずご協力ありがとうございました！ 

引き続き回収します。（期限指定なし） どうぞよろしくお願いいたします！ 
 
 
 
                            

 

 

 

 

吹奏楽部：「六本木サロンミニコンサート」      男子バドミントン部：壮行式 

ま ほ ろ ば 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生に感謝を込めて「３年生に贈る会」大成功！ 
 

１２月２０日（金）に本校の伝統行事である「３年生に贈る会」を行いました。 

「 絆 ～つなげよう東和中の絆～ 」のテーマのもと、学級閉鎖の影響があるなか、

新生徒会執行部や１・２年生の学年執行部を中心に取り組んできた劇や記念品等を３年

生に心を込めて贈りました。また、応援団と生徒会執行部の引き継ぎも行われ、新応援

団リーダーは養成練習期間の成果を堂々と発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生徒会リーダー研修会」で使命感をＵ Ｐ ！  
１２月２４日（火）に「令和６年度生徒会リーダー研修会」を実施しました。

今年度は１学年執行部や希望者も含め６０名程度の参加となりました。 

校長講話で生徒会活動の意義やポイント、リーダーの条件等を確認し、各グ

ループに分かれて今後の具体的な取組等を検討しました。昼食は、みんなで協

力してカレーライスを作り、同じ釜の飯を食べリーダー集団としてのまとまり

や連帯感も高めました。新生徒会リーダーに期待してください！ 

東北中学校バドミントン選手権大会出場🎾 

１２月２６日（木）～２８日（土）まで青森県黒石市で令和６年度第１７
回東北中学校バドミントン選手権大会が行われました。本校からは、男子団
体戦と男子個人ダブルス（淺沼柊志くん（２年）・大石結士くん（１年）ペ

ア）に出場しました。（１１月に行われた岩手県中学校新人バドミントン大
会男子団体・個人ダブルス第３位入賞により参加資格を獲得） 
残念ながら、団体・個人ともに１回戦敗退でしたが、東北の強豪と対戦し、

バドミントンの技術の他、精神面でも多くのことを吸収してきました。 


